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2018年6月23日（土）岩手県八幡平市旧松尾鉱山跡地にて第15回の植樹祭が開催さ
れ、仙台地本から14名の組合員・家族が参加しました。企業の硫黄採掘によって流出し
た「鉱毒水」の影響で、植物が育たなくなってしまった土地でしたが、森びとプロジェク
トみちのく事務所を筆頭に土壌改良を行いながら、森の再生を目指して植樹を継続してき
ました。10年前に植えた苗木も今では立派な木々に成長しています。また、熊のフンが
近くにあるなど森が再生するにしたがって動物が戻ってきているとの事でした。当日は天
候に恵まれ暑い中ではありましたが、参加者は汗を流しながらも笑顔で植樹を行っていま
した。
「八幡平の植樹祭」は植樹場所を埋め尽くしたため、今年をもって終了することになり

ました。今後は育樹作業を中心に、より大きな森になる様に見守って行きたいと思います。
八幡平に行かれる際は是非、ご覧ください。

第15回「八幡平ふるさとの森づくり」
２０１８植樹祭 開催

挨拶する
みちのく事務所
泉山所長

初期に植樹した苗木が
立派な木々に

参加された皆様
お疲れ様でした

6月6日、名取市「いのちの森」の除草と
苗木の補植を行ってきました！

8名という少人数でしたが、参加した皆さん
はもくもくと作業し、雑草に埋もれていた苗木
も顔を出しました。早く大きな木に育つように
と願いを込めて苗木の補植も行いました。


